
〈
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

シ
ラ
バ
ス
（
ω
≦
8
5
）

　
シ
ラ
バ
ス
と
は
何
か
。
今
日
の
大
学
改
革
に

お
け
る
教
授
活
動
改
善
の
試
み
を
象
徴
す
る
用

語
で
あ
る
。
講
義
科
目
名
と
概
要
か
ら
な
る
従

来
の
タ
イ
プ
は
、
学
生
の
覆
修
を
積
極
的
な
も

の
に
す
る
に
は
不
足
が
あ
る
と
の
反
省
が
生
ま

れ
、
様
々
な
模
索
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
単
に

講
義
日
明
記
の
講
義
内
容
一
覧
を
指
し
た
り
、

そ
れ
に
加
え
て
講
義
資
料
の
一
切
を
含
む
も
の

を
い
っ
た
り
と
幅
広
く
、
草
創
期
に
あ
る
。
従

っ
て
、
一
方
の
無
関
心
も
あ
り
合
意
さ
れ
る
定

義
を
生
む
ま
で
に
致
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

我
が
国
で
は
、
　
「
覆
修
要
項
」
　
「
講
義
要
項
」

な
ど
と
訳
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
、
シ
ラ

バ
ス
と
そ
の
ま
ま
記
す
の
が
妥
当
な
状
況
に
あ

る
。

　
刈
谷
剛
彦
は
、
　
『
ア
メ
リ
カ
の
大
学
・
ニ
ッ

ポ
ン
の
大
学
』
　
（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九

二
年
刊
）
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
の

シ
ラ
バ
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

シ
ラ
バ
ス
は
、
文
書
と
し
て
四
つ
の
性
格
ー
①

事
務
的
連
絡
、
②
法
的
契
約
、
③
学
術
情
報
、

④
学
習
指
導
1
を
持
ち
、
六
つ
の
情
報
1
①
授

業
に
関
す
る
、
②
担
当
講
師
に
関
す
る
、
③
講

義
目
的
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
④
成
績
評
価
の
方

法
、
⑤
文
献
の
入
手
方
法
、
⑥
覆
修
条
件
1
を

含
む
と
い
う
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
大
学
評
価

の
重
要
な
情
報
源
で
あ
り
、
学
生
の
授
業
評
価

の
も
と
と
な
る
。

　
で
は
、
こ
れ
を
日
本
の
大
学
で
実
施
し
よ
う

と
す
る
と
、
ど
ん
な
問
題
に
ぶ
つ
か
る
の
か
。

刈
谷
は
、
帰
国
後
東
大
で
の
講
義
に
シ
ラ
バ
ス

を
作
成
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
理
由
は
、
通

年
制
の
講
義
で
は
不
確
定
要
素
が
多
い
こ
と
、

一
週
間
の
覆
修
授
業
の
種
類
が
多
く
（
ア
メ
リ

カ
三
－
四
科
目
、
日
本
十
科
目
）
、
学
生
の
予
習

困
難
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
大
学

教
師
誰
し
も
直
面
す
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

シ
ラ
バ
ス
の
背
景
に
は
、
我
が
国
大
学
の
内
部

構
造
（
T
A
、
時
問
割
、
図
書
館
、
学
年
・
学

期
制
な
ど
検
討
課
題
）
と
大
学
を
支
え
る
社
会

的
組
織
の
あ
り
方
（
例
え
ば
、
学
会
で
の
教
育

実
践
情
報
の
流
通
の
不
備
）
が
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
新
し
い
大
学
教
育
を
可
能
と
す
る

シ
ス
テ
ム
を
創
り
出
せ
た
時
、
シ
ラ
バ
ス
は
、

単
な
る
授
業
紹
介
書
で
は
な
く
、
大
学
に
お
け

る
教
師
と
学
生
の
学
問
研
究
、
教
授
・
学
習
の

関
係
を
表
現
し
、
そ
の
創
造
に
働
く
触
媒
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
子
　
健
・
名
城
大
学
）
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